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　　　　　　　法三三員会が1974年胡29日採択した本文

　　　　．　藤テレビジョン放送の脚の入工鯉の国家に

　　　　　　　・・よる使用を規律する原則

　　　工　国際法の適用

の心ゆけ三巴は・三三簾謝その他の天体を含絆腔間の探
査及び利用に縛る国家活動を律する同軸に関する条約、鴎鹸通信条約及

　　　　　　　　　　　　　　（一案）を含む一般に認められた国除法の規則

び附属無線通信規則の関係規定

　　　　　　　　　　　　　　蜘に◎瓢∵

三原則を含む一般に諭られ姻際法の規則縦って　　　　　1
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　　　　藪　国の権利及び利益

　すべて㊧国は、人コニ衛星による直接テレビジ劉ン放送の分掌に影・ける諸活動

を行い及び（その監督下にコ許可する平等の権利を有し、並さにこれから生ず

る偉育濃化的技術的科学的〕利益（この技術の使用についてのアクセスを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫（一案）ζとを認められる・

含む・）を衡平にかつ無差別κ享受する1

’民（二三）適当な鞭与えられるも

　　　鑑　島隠協力

　人工衛星による直接テレビジョン放送（で国際的影嶺を与えるもの）の分野

にお・ける（国家間の）詰活動は、國賑協力に基づか：なければならない。

　当該感力はv関係論国5ζ纏その許可する三体の間に影ける適当な取り決めの

主題としなければならない。

　　（国又はその許可する三体は、人工衛星による外国への直接テレビジ3ン放

送を、当該外国の明示の岡慧ある場合κ騰り、行うことができる。）

　　　ガ　国の翼捷

　幽は・入工衛星による璽接テレビジョン放送（の分暫に慶ける同源冠羽珍液

　　　　　　　　／（一条）本願騰適用すあた騨幽立法縮がとられる

（な

こと、．　　　　噸ぺ∴∵∵：莞・・．ト㌣鋭、　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　ヤ　畢．戸　　！
　　　1を蔑如する国老賛仕を負う。）
　　，．ノ

　人工衛星による直怯テレビジョン放送が国除機蘭により行われるときは、本

原働に従う責任は・拳該国際血書及びその加盛国のいずれも負う．

　　（国は瓦自ちが’又は非激府団体が行う直接放送衛星によ珍放送されるテレ

ビ漏播組巧本原瞭定める鮒を排除ずるこ．とを怠ることについて鴎

三三を負う◎）
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　　　V　紛争の平和的解決：

　　　　　へ
　人工衛星による直接テレビジョン放送の分野において生ずることあるべき紛

　　　ピ（一案）本原則に相当の考慮を払って｝

争は、1　　　　　．　　1当謝争の当三間に測る
　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　．＼
　　　／（二三）本原則に基づいて　　　ノ

迅速な協謙よ旛決されるものとする。当該協議に功三四受諸可能な解

決が得られないときは、紛争の平和的解決のため確立された手続きによって解

決を図るものとする。

　（国が直接回送衛星活動から生ずる紛争を当該確立された手続きによって解

決することを求めるごとを怠るときは、当該沽動により影響を受σる他の国は・

当該三三に関し、国際法により適法と認のられる手段をとることができる。）
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議題4（宇宙通信あ種々めインプリケーシ㌔ンε直接放送衛星作業部会の

報告書）に関する文書

（A）　ワーキンググループ皿の議長の報告書

需　噛鳳

　法律小委員会は、5月6肩r宇宙通信の種々のインプリケーション£直接放

送衛星作業部会の報告書」の議題に関するワーキンググループ鐘を設立した。

ワーキンググループは、5月17日作業予定に関する会合を開き、次の原則を

下に示す順序で討議することを決定した・これらの原則については・直接放透

衛星作葉都会の第5会期中において、租当程度のコンセンサスがあったもので

ある。すなわち、次の5つである。

　1．　国隊法の適用

　2．幽の帷利及び二二

　3、国隙協力

　4・嗣の責任　　．　一

　5．紛争の平和的解決

　ワーキンググループは、5月20日会合し、全負から成る起草グループを設慰

した・起卑グループは・6画（うち1凹は夜回）会合した・カナダ及ひスエー

デン・ゾ轡綱軟にアルゼンチンの提肇並びに非公式文奢を翻した蘇・

匙卑グループは、5四則を三三することができた。コンセンサスが得られなか

ったか実質的に討議されなかったときには、閨係の語又は文は、拮弧内に入れ

てある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　5月28日の会合で、ワーキンググループ紅は、絶草グループの仕上げた上

論則の本文を温し・若干のイ妊のう私その本文を嘱した・その後ワ　

キングクループ班は、．ζのようにして定められPUOS／C．2（X皿）／wq．墨／1

／Rev，1文書として配付された原則の本文とこの報告を小委貫会の轍告諭の

付縁として再録するζとを小餐最会に要請するζよ奪濠定レた。
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